
令和７年度 第１回 第二明星学園ＧＨ地域連携推進会議 議事録

１　日　時　令和８年２月１３日（金）　午後１時３０分から
２　場　所　飯田市駄科２２５０　「明星学園　会議室」
３　構成員の出席状況
　　　・地域の関係者　　　１名
　　　・利用者　　　　　　１名
　　　・利用者家族　　　　１名
　　　・福祉知見者　　　　１名
　　　・市町村担当者　　　欠席
　　　　　　　　　以上４名の出席

　　　・事務局
　　　　　明星学園職員２名出席　　実習生２名出席

４　会議内容
　　　（１）施設見学　１３：３０～１４：３０
　　　　　①園長あいさつ

②施設見学（３ホーム見学）
③施設利用者の生活の様子（スライド視聴）
④自己紹介および施設見学の感想

　　　（２）地域連携推進会議　１４：３０～１５：４０
　　　　　①開会
　　　　　②障がい者の全体的状況等の説明
　　　　　③明星学園の支援内容の説明
　　　　　④質疑・応答
　　　　　⑤閉会

５　施設見学の感想
事務局の進行により、自己紹介および地域連携推進会議の直前に行なっ
た施設見学の感想を構成員一人ひとりにお聞きし、意見等を述べて頂い
た。

　＜利用者＞
・『こんにちは、お願いします。』



　※職員がフォローしながらお話をする。

＜地域関係者＞
　・地元に居ながら何も知らずに来ています。初めてＧＨというものを見せ
て頂いた。入居されている方々の意志を非常に大事にされている姿が見
られた。居心地の良い場所を作られているのだなと感じました。

　＜福祉知見者＞
・私共の法人でも同じようにＧＨを運営しているわけですが、びっくりし
た事はペットを飼われていて、その方の今までの暮らしをそのまま持っ
てくると言いますか、どうしても集団生活だと難しい部分だと思うんで
すが、その人の希望する暮らし方に寄り添った支援をしていて勉強にな
りました。

　＜家族＞
・いろいろと娘がお世話になっています。ご迷惑をお掛けしますが、これ
からもよろしくお願いします。

＜実習生Ａ＞
　　・意外と大きな建物でびっくりしました。

　＜実習生Ｂ＞
　　・建物は大きかったですが、地域の中にある家という感じで、温かそうな

気がしました。

６　質疑・応答（地域連携推進会議）
事務局より、先ほどの施設職員からの福祉関係の説明やそのこと以外
のことでも、どんなことでもよいので質問や意見を述べてほしい旨をお
伝えし、質問・意見等を述べて頂いた。

　＜家族＞
・数年前に娘が入所したのですが、コロナで面会の制限がかかってしまっ
　てなかなか会えなかったのですが、つい先日、明星きらめき祭という行
事を行なっていただいて、娘と楽しく過ごすことができました。

　　　コロナの最中でも雰囲気よく楽しく過ごせたようで、ありがたかったで
す。



　＜福祉知見者＞
Ｑ．地域の中にある家という感じはしたのですが、地域の方との繋がりで
何かなさっていることはあるのですか。

Ａ．過去には少しだけやっていたことはあります。近所の方々を呼んで一
緒に焼肉をやったりしたのですが、コロナで出来なくなり、そのまま
トーンダウンしてしまっています。
ご近所さんとのお付き合いであったり、地域とのつながりといった
面でどのように取り組んでいくかが今後の課題だと思っています。

　　Ｑ．本日ご出席の利用者さんにお聞きします。
　　　　ＧＨのお食事は美味しいですか。
　　Ａ．『おいしいよ。お酒も飲んでる。』
Ｑ．ＧＨの生活は楽しいですか。
Ａ．『うん』　※うなずいている。

　＜地域関係者＞
・地域とのつながりとのお話が出ていましたが、昨年私の前任がこの会議
に呼んでいただいたお話を聞いたときに、初めてこの地元にＧＨが３棟
もあるのだと知りました。なので、私と同様にこの地元に住んでいても
ＧＨがあることを知らない人が沢山いると思うのです。ＧＨとのつなが
りの事だけではなく、地域の住民同士のつながりも薄くなっている。防
災訓練にしても決まった人たち、古くから生活している高齢の方々ばか
りが参加する状況で、隣の住人の状況も良く分かっていないのが実態と
してある。ＧＨとのつながり以前に地域全体の課題だと感じています。
つながりの大事さというものを地元に帰って伝えて、改めて課題にして
いかなければいけないと強く感じました。

　　Ｑ．ありがとうございました。昨年ご出席して頂いた前任の方とも同様な
お話をさせて頂きましたが、私共がなかなか行動できず今日に至って
います。
他力本願ではなく、自分たちが行動して繋がりを求めていきたいと思っ
ています。

＜実習生Ａ＞
Ｑ．大人の方ばかり入所されていますが、何歳から入所できますか。

　　Ａ．このような施設は、児童の施設と成人の施設に分かれます。
　　　　当法人の場合は成人施設ですので、18歳以上を対象としています。



　　　　逆にその年齢以下であれば、児童施設が対象となります。

　＜実習生Ｂ＞
　　・一人一人に合った支援をされていて、利用者さんの気持ちに寄り添った

支援をされていて素敵だなと思いました。

　＜利用者＞
　　※職員から、“今日参加してみていかがでしたか”の問いに対して
　　『よくわからん。』
　　※職員から、“緊張したね”の声掛けに対して
　　　うん、うんと頷いている。

　＜家族＞
　　Ｑ．貼り絵を作るのは、いつやってるのですか。

　＜利用者＞
Ａ．一年くらいかかったかな。昼間やっている。
　　（ＧＨから本体施設の生活介護に通ってきている時に）

　＜家族＞
　　・すごくキレイに出来ていて、手先が器用なんだなと思いました。

７　＜閉会＞
　　　事務局より、その他の質問・意見等を求めたが、特に意見等は出なかっ

たので15：40に閉会した。


